
組立説明書 / 所有者マニュアル  
この製品は、該当する CEの要件に準拠
しています。
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このアイコンは回避しない場合には死亡または重傷事故を発生させる可能性がある危険な状態を意味します。

次の警告に従います：

この機器のすべての警告を読んで理解すること。
組立についての指示を注意深く読んで理解すること。

・ 組立中はつねに本機器に見物者や子供を近づけないこと。
・ 指示があるまでは機器にバッテリーを取り付けないこと。
・ この機器を屋外、濡れたあるいは湿気が多い場所で組み立てないこと。
・ 必ず歩行者または見物者から離れた場所で組み立てるように注意すること。
・ 一部の機器部品は重く取扱いに注意が必要です。これらの部品が関係する組立段階では他の人の助力を求めます。重量
物の持上げあるいは不自然な動き方をする手順を単独で実行しないこと。

・ この機器は堅固で平坦な水平面に据え付けること。
・ この機器の設計または機能を変えないこと。このような変更は機器の安全性を損ない保証を無効にします。
・ 部品の取換えが必要なときは、Nautilusの純正部品とハードウェアだけを使用します。純正の取替部品の使用を怠ったと
きはユーザーにリスクを発生させ、機器の正常な機能を妨げ、保証が無効になることがあります。

・ 機器が完全に組み立てられマニュアルに準拠して正常な性能を検査するまでは使用しないでください。
・ 初めて使用するときは事前に機器と共に提供を受けたマニュアルを完全に読み理解してください。今後も参照するために
マニュアルを保存してください。。

・ すべての組立手順を表示に従って行ってください不適正な組立は負傷または不適正な機能を惹き起こすことがあります。
・ この製品には磁石を含みます。磁場は至近距離で一部の医療装置の正常な利用を妨げることがあります。ユーザーは組立、
保守および /または製品の使用中に磁石に接近することがあります。ペースメーカーのような装置の重要性を考慮すれば、
この設備を利用するときは医療従事者に相談することが大事です。この製品中の磁石取付個所の決定については「安全
性警告ラベルと通し番号」セクションを参照してください。

重要な安全性説明 
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この設備を使用する前に、次の警告に従います：

このマニュアルを完全に読んで理解すること。今後も参照するためにマニュアルを保存します。

 この機器のすべての警告を読んで理解すること。いかなるときでも警告シールが剥がれかけたとき、読み難くなったときま
たは失われたときは地元の販売店に連絡して取替用シールを請求します。

・ 子供がこの機器の上または近くに居ることを禁じます。機器の動作部分その他の個所は子供にとって危険なことがあります。
・ 14歳未満の者の使用は意図していない設計になっています。
・ 運動プログラムを始める前に医師に相談してください。胸に痛み、あるいは緊迫感を感じるとき、息切れ、めまいを催し

たときは運動を停止します。次回この機器を使用する前に医師に連絡します。機器のコンピューターが計算または測定し
た数値は参考目的に限定します

・ 毎回使用する前に、機器の部品の緩みまたは摩耗の有無を点検します。このような状態を発見したときは使用しないでく
ださい。シート、ペダル、クランクアームを近くから監視します。地元の販売店に連絡して修理についての情報を求めます。

・ ユーザーの最大体重：113キロ（250ポンド）あなたの体重がこれを超過しているときは使用しないでください。
・ この機器の使用は家庭に限定します。
・ ゆったりした着衣または宝飾品を身に付けないでください。この機器には動く部分があります。運動装置の動く部分に指

その他のものを入れてはなりません。
・ この機器は堅固で平坦な水平面に据え付けること。
・ 足をかける前にペダルを安定状態にすること。機器に乗り降りするときは注意をすること。この機器に手入れをするとき

は事前にすべての電源を切ること。
・  この機器を屋外、濡れたあるいは湿気が多い場所で作動させないこと。足ペダルを清潔で乾いた状態に保つこと。
・  機器の両側はそれぞれ少なくとも 0.6メートル (24インチ )のスペースを空けること。これはアクセスと通行のためおよび

緊急時に機器から降りるために推奨する安全距離です。機器を使用中は第三者がこのスペースに入らないようにします。
・ 運動が過度にならないようにすること。このマニュアルに示された方法で機器を操作します。
・ すべての位置調整装置を正しく調整して使用します。調整装置がユーザーにぶつからないように注意します。
・ 機器での運動には調整とバランスが必要です。トレーニング中に速度と抵抗レベルが変化することを予測し、バランスを

崩して怪我をすることを防ぐように注意を怠らないでください。
・ バッテリーを熱源と高温度の表面から離すこと。
・ 新旧のバッテリーを混ぜて使用しないこと。
・ アルカリ、標準（カーボン・亜鉛）、あるいは充電可能な (Ni-Cd、Ni-MH等 )バッテリーと混ぜて使用しないこと。
・ 充電不能なバッテリーを充電しないこと。使用済みバッテリーは取り外して安全に処分します。
・ 機器から充電可能バッテリーを取り外してから充電すること。
・ バッテリーの供給端末を短絡しないこと。
• この機器は、使用者の安全に責任を負う方が機器の使用を監督または指示していない限り、身体障碍者、知覚および精
神障碍者、または経験と知識に欠ける方の使用には適しません。 

・ ペダルのペースを落として停止します。ペダルが完全に止まるまでバイクを降りてはなりません。動いているペダルは脚
の後ろ側を打つことがあるのでご注意ください。
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安全性警告ラベルおよび通し番号

通し番号 製品仕様書

手を離してください。
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仕様書

組立前に   
セットアップして機器を使用する場所を選びます安全に使用するために、
この場所は堅い平面でなければなりません。トレーニング場所として最低
2.1m x 1.5m (82” x 61” ).を必要とします。
組立のための基本的な情報
機器を組み立てるときは次の基本方法に従います
1  組立前に「重要な安全性説明」を読み理解します。
2  各組立手順について必要な部品を集めます。
3   推奨したレンチを使って、異なった指示がない限り、ボルトとナットを
締めるときは右（時計の針の向き）に、緩めるときには左（時計の針
の反対方向）に回します。

4   二つの部品を結合するときは、軽く持上げてボルト孔を通して向こう側
を見てボルトを孔に挿入します。

5 この組立には二人が必要です。

最大ユーザー重量：  113キロ（250）ポンド
設備の総表面積（フットプリント） 6373 cm2

機器重量  38キロ、（83ポンド）
所要電力   2 AAバッテリー (LR6) 
 作動電圧  1.0 - 3.3VDC 
以下に従ってください：

         ISO 20957 準拠 SAA 準拠
         GB 17498 準拠

この製品をごみとして捨てないでください。この製品はリサイクル用ですこの製品を適切に処分するには、承認済み
破棄物センターで所定の方法に従います。

123cm
(48.4”)

56.4cm (22.2”)

113cm (44.5”)

0.6m
24”

1.5m
61”

2.1m
82”

0.6m
24”

0.6m
24”

0.6m
24”
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対象物 量 記述 対象物 量 記述

1 1 メインフレーム 7 1 シートポスト

2 1 フロントスタビライザー 8 1 ハンドルバーポスト

3 1 後部スタビライザー 9 1 ハンドルバー

4 1 ペダル、右 10 1 水ボトルホールダー

5 1 ペダル、左 11 1 コンソール

6 1 シート

部品

1
2

3

4

56

7

8

9

10

11
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ツール
付属品   

6ミリ

項目 数量 記述

A 4 ボタンヘッド六角ねじ  M8 x 56

B 2 ボタンヘッド六角ねじ  M8 x 20

C 8 平座金 M8

D 2 止めナットM8

E 2 パンヘッドフィリップねじ  M6 x 50

F 2 平座金 M6

ハードウェア/ ツール
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1 スタビライザーをフレームアセンブリ―に取付けます

組立

1

2

3

C

A

A

C

C

D
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2 シートポストとフレームへのシート取付
 通告   シート (6)をシートポスト (7)にスライドさせフレームにシートポストを装着します。調整ノブ (7a)が必ずシートポ

ストに嵌るようにします。 

シートが必ず真っ直ぐになるようにします。ボルト (6b)とナット (6c)をシートブラケット (6a)に締付けてシートを
位置に固定します。

6a

6b
6c

7a

6

7
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4 ハンドルバーアセンブリーをフレームに装着します
 通告   調整ノブ (8a)がハンドルバーポストの孔に必ず嵌るようにします。

3 ハンドルバーをハンドルバーポストに取り付けます。

8

9

B

C

8a
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5 スタビライザーを組立てたフレームに装着します 
 註：  左ペダルは逆方向にねじを切ってあります。必ずバイクの正しい側にペダルを取り付けます。方向設定はバイク

の席に座った位置に基づきます。左ペダルは「L]、右ペダルは「R」の表示があります。

4

5
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6 水ボトルホールダーをハンドルバーに取り付けます

7 バッテリーをコンソールに装着します。
 註：  このコンソールは AAサイズのバッテリーを使用します (LR6)。バッテリー収納個所の中でバッテリーが +/-表

示に必ず合致するようにします。 

新旧のバッテリーを混ぜないでください。
アルカリ、標準（カーボン・亜鉛）、あるいは充電可能な (Ni-Cd、Ni-MH等 )バッテリーを混ぜないでください。

10

E

F

+

-

X2
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8 コンソールを接続して取り付けます
通告   コンソールケーブルを折り曲げないでください 

11
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9 最終検査
機器を検査してすべてのハードウェアの締め付けが完了し部品が適正に組み立てられていることを確認します。
マニュアル表面に記載の現場通し番号を必ず記録します。このマニュアルの安全性警告ラベルおよび通し番号セクションを参
照します。

機器が完全に組み立てられ所有者マニュアルに準拠して正常な性能を検査するまでは使用しないでください。

バイクの水平化
レベラーはスタビライザーの両側にあります。ノブを回してスタビライザーの足を調整
します。運動の前にバイクが水平で安定していることを必ず確かめます。

バイクの移動
バイクを移動するにはバイクの前面を下方に押しながらハンドルバーを慎重に手前に引
きます。バイクを希望の場所に押します。
通告   機器を移動するときは慎重に行います。急激な動作はコンピューターの作動に

影響することがあります。
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A コンソール

B ハンドルバーの組立

C 調整ノブ

D ブレーキ /抵抗ノブ

E シート

F シートスライダー

G スタビライザー

H レベラー

I ペダル

j はずみ車

K ブレーキ組立

L チェーンガード

M トランスポートホイール

N バッテリー収納個所

O 水ボトルホールダー

特色

緊急停止
ペダルを緊急停止するには、ブレーキ /抵抗ノブを強く押し下げます。 

コンソールの特色
コンソールは表示画面にトレーニングについての情報を提供します。またボタンを使ってコンソール設定についての情報にア
クセスできます。

前部 後部

 

LCD

開始/リ 
セット

ケーブルコ
ネクター

バッテリー
収納個所

C

C

A

B

D

E

F

G

GH

H

I

K

J

L

M

N

O

WARNING: If you feel any unusual pain, shortness
of breath or dizziness, consult your physician.

Start Reset

Cable 
connector

Battery bay
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開始 /リセット、  を押してトレーニング活動の開始または停止を行い、タイムを 0:00にリセットします。

LCD表示データ

コンソールの表示は各トレーニングの測定値を 5秒間連続して示します。 
RPM
RPM表示欄は 1秒あたりの機器の回転数 (RPM)を示します。最大表示値は 200です。
CAL
CAL表示欄は運動中に消費した推定カロリーを示します。最大表示値は 9999です。カロリー計算がこれを超えるときは、
9999表示が点滅します。
時間
時間表示はトレーニング時間を示します。最大表示値は 99.59です。時間計算がこれを超えるときは、再び 0.00から表示を
始めます。
距離
「距離」表示欄は小数点以下二桁までー例 1.50ートレーニング距離（マイルまたはキロ）を示します。最大表示値は 99.99です。
距離がこれを超えるときは、再び 0.00から表示を始めます。
 註：  測定単位を英国式またはメートル法に変えるときはこのマニュアルの「サービスモード」セクションを参照します。
速度
速度表示欄は小数点以下一けたまで－例 10.5または 0.0－機器の時速をキロ (km/h)またはマイル (mph)で示します。最大
表示値は 99.9です。

時間カロリー

距離 速度

ペダル回転

数値表示
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操作

着用するものは
ゴム底の運動靴または適切なサイクリング用靴自由に動ける運動に適した着衣が必要です。

運動の頻度は
運動プログラムを始める前に医師に相談してください。胸に痛み、あるいは緊迫感を感じるとき、息切れ、めまいを催し
たときは運動を停止します。次回この機器を使用する前に医師に連絡します。機器のコンピューターが計算または測定し
た数値は参考目的に限定します

• 一日 30分ずつ週 3日
• 事前のトレーニングスケジュール

シート調整
シートの位置を正しく設定することにより運動が効率的で楽になり、怪我のリスクが減少します。
1 1ペダルを前ポジションにして、足の親指の付け根を中央に置きます。脚を膝のあたりで少し前に
曲げます。

2 脚が真っ直ぐ過ぎるか足がペダルに届かないときは、直立したバイクのシートを下げます。脚が曲
がり過ぎるときは、直立したバイクのシートを上げます。

シートを調整する前にバイクから降ります。

シートチューブの調整ノブを引いて緩めます。希望する高さにシートを調整します。調整ノブを放し
て止めピンに嵌め込みます。ピンが充分に嵌め込まれノブが締まっているか必ず確認します。 

チューブのMAXマークより上にシートポストを上げてはなりません。

足の位置 / ペダルストラップ調整
ストラップ付き足ストラップはバイク運動で安全な足場を提供します。
1 それぞれの足の親指付け根をペダルバンドに入れます。
2 靴の上からストラップを締めます。
3 もう一方の足についても同様にします。

必ずつま先と膝が真っ直ぐに前方を向くようにしてペダルの効率を最大にします。ペダルストラップは
今後のトレーニングのためにその位置に置いたままにできます。

ハンドルバーの調整
ハンドルバーマウントの調整ノブを緩めて引きます。希望の高さにハンドルバーアセンブリーを調整
します。調整ノブを放して止めピンに嵌め込みます。ピンが充分に嵌め込まれノブが締まっているか必ず確認します。 

チューブのMAXマークより上にハンドルバーポストを上げてはなりません。

トレーニングモード
ボタンを押すか、あるいは機器のペダルを踏むことによってRPMセンサーから信号を受けると、コンソールはトレーニングモー
ドを開始します。時間は 0.00からカウントを始めます。
 注意 :   コンソール画面はバッテリーレベルが低いときは、10秒間またはボタンを押すまで「Butt」を表示します。
コンソールはあなたの運動中にトレーニングデータを計算します。コンソール画面は次の項目の現在の測定値を示します：
時間、カロリー、距離、速度および RPM。

抵抗レベルの変更
ブレーキ /抵抗ノブを回してトレーニング中にいつでも抵抗レベルを変更します。
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トレーニングの一時停止または停止
1 ペダル運動が 3秒間 5RPM以下になるとコンソールが一次停止します。一時停止の間、コンソールは時間、カロリー、総
距離、平均速度および平均 RPMを表示します。 

 トレーニングを続けるにはペダル速度 5RPMまたはそれ以上で開始します。
 一時停止モードが 5分以上続くとトレーニングは停止しコンソールはスリープモードに入ります。
2 トレーニングを停止するにはボタンを押します。タイムカウントは 0.00にリセットされてカウントを開始します。トレーニン
グの時間および距離データは機器の統計記録に追加されます（総時間および総距離）

自動的遮断（スリープモード）
コンソールが約 5分間入力を受けないときは自動的に遮断されます。スリープモードの間は LCD画面はオフ状態になります。
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サービスモード

サービスモードを使うと英国式またはメートル法いずれかの測定単位を設定できます、機器統計およびファームウェアバージョ
ンをご覧ください（技術者専用）。
1  コンソールがトレーニングまたは一時停止モードのときはボタンを 5秒間長押しするとサービスモードになります。
 註： ボタンをタップしてサービスモードオプションを移動します。コンソール画面が「dOnE」を表示したときは、ボタン

を 3秒間長押ししてトレーニングデータをリセットしトレーニングモードに戻ります。
2  .コンソール画面は単位プロンプトを示します。ボタンを長押しして単位オプションを開始します。ボタンを押して [LbS」 
（英国式単位）と「SI　」（メートル法）の間の変換をします。

3  ボタンを 3秒間長押しして単位を設定します。コンソール画面は単位プロンプトを示します： 
4  ボタンを押して統計プロンプトに進みます。ボタンを長押しして機器スタートオプションを開始します。コンソール画面は
総距離を示します。ボタンを押して総距離と総時間の間の変換をします。

 註：総距離の数値はマイル /キロの整数です（少数なし）。
5 ボタンを 3秒間長押しして統計プロンプトに戻ります。
6  ボタンを押してファームウェアバージョンプロンプトに進みます。ボタンを長押ししてコンソールのファームウェアバージョ
ンを見ます。 

7 ボタンを 3秒間長押ししてファームウェアバージョンプロンプトに戻ります。
8 ボタンを押して終了オプションに進みます。コンソール画面は「dOnE」を示します。
  トレーニングモードに戻るには、ボタンを 3秒間長押しします。トレーニングデータがリセットされます。
  もう一度サービスモードメニューを見るには、ボタンをタップします。コンソール画面は単位プロンプトを示します。

サービスモードで、コンソールが約 5分間入力を受けないときはスリープモードになります。 
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修理作業を始める前にすべての保守説明書を充分に読みます。状況によっては、必要な作業を行うために補助者が必要です。

設備は定期的に損傷および修理のために検査しなければなりません。所有者は定期的な保守を必ず行う責任があります。
摩耗、損傷または緩んだ部品は直ちに修理または取替をしなければなりません。設備の保守および修理にはメーカーが
提供する部品だけを使わなければなりません。

  いかなるときでも警告シールが剥がれかけたとき、読み難くなったときまたは失われたときは地元の販売店に連絡して取
替用シールを請求します。

毎日 毎回使用する前に、この運動機器に緩んだ、壊れた、損傷したまたは摩耗した部品がないか
点検します。このような状態を発見したときは使用しないでください。すべての部品は摩耗ま
たは損傷の最初の兆候があったとき修理または取替えをします。毎回のトレーニングの後、 
機器を湿った布で拭きコンソールに汗が残らないようにします。

註：コンソールへの過度の水分の付着を避けます。

毎週 機器を清掃し表面から一切の塵、埃、汚れを除去します。シートとハンドルが円滑に動くか点
検します。必要なときは、操作を容易にするためにシリコン潤滑油を控えめに塗ります。

シリコン潤滑油は人の摂取用ではありません。子供の手が届かない場所に置きます。 
安全な場所に保管します。

註：石油系製品を使ってはなりません。

毎月または 
20時間使用後 

ペダルおよびクランクアームを点検し必要に応じて締め付けます。すべてのボルトおよびねじ
が締まっていることを確認します。必要に応じて締付けます。バイクチェーンオイルでチェーン
に注油します。

 通告    石油系溶剤または自動車用洗浄剤を使って洗浄してはなりません。コンソールは湿気を帯びないように注意し
ます。

保守

チェーン注油
チェーンの保護カバーを取去りチェーンにバイクチェーンオイルを二、三滴注油します。

チェーンが動いているときは注油してはなりません。

 註：衣服やカーペットを汚さないように注意します。

コンソールバッテリーの取替

バッテリーレベルが低いときは、電源使用中にコンソール画面が「Batt」 
と表示します。バッテリーを取り替えるときは、必ずバッテリー収納個所の 
+/–方向にバッテリーを合わせます。

 註：このコンソールは AAサイズのバッテリーを使用します (LR6)。

新旧のバッテリーを混ぜないでください。

 アルカリ、標準（カーボン・亜鉛）、あるいは充電可能な 
(Ni-Cd、Ni-MH等 )バッテリーを混ぜないでください。

機器を長期間使用しないときは腐食損害を防ぐため必ずバッテリーを取り 
外します。

+

-

X2
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保守部品

A コンソール H ペダル O スーパーセンサー磁石

B ハンドルバー I シート P RPMセンサー

C ブレーキ /抵抗ノブ j シートポスト Q スプロケットドライブ

D ブレーキ組立 K 調整ノブ R データケーブル

E チェーンガード L チェーンガードカバー S はずみ車

F チェーンガード内部 M レベラー T ブレーキカバー

G クランクアーム N チェーン

A

B

C

D

F

G

G

F

H

I

J

K

K

L

M

M
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R

Q
R
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A

R

T

E
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問題処理

状態 /問題 点検対象 ソリューション

コンソールの電源が アップ /
ターン オン /スタート になら
ない。

バッテリー バッテリーが正しく装着されているか確認します。バッテ
リーが正しく装着されているときは、新しいバッテリー一
組と取り替えます。

表示速度が正確でない。 画面に誤った測定単位が表示
される（英国式 /メートル法）

表示単位を変更する。

速度表示が常に「0」/一時
停止モードに固定

データケーブル データケーブルがコンソールの後側とメーンフレームアセ
ンブリーに接続しているか確認します。

速度 /RPMが表示されない データとケーブルの接続が適正
か点検します

ケーブルのすべてのワイヤーに損傷があってはなりませ
ん。切断または折れ曲がりがあるときは、ケーブルを取り
替えます。

データケーブルを点検します。
接続

ケーブルが確実に接続しているか確認します。 

磁石の位置を点検します
（チェーンガードカバーを取り
外す必要があります）

磁石はスプロケットドライブになければなりません。 

RPMセンサーを点検します
（チェーンガード扉を取り外す
必要があります）

RPMセンサーは磁石に適合した位置にありデータケーブ
ルに接続していなければなりません。必要に応じてセン
サーの位置を調整します。センサーまたは接続ワイヤーに
損傷があるときは取り換えます

使用中にコンソールが遮断状
態になる（スリープモードに
入る）

データとケーブルの接続が適正
か点検します

ケーブルのすべてのワイヤーに損傷があってはなりませ
ん。切断または折れ曲がりがあるときは、ケーブルを取り
替えます。

データケーブルを点検します。
接続 /方向

ケーブルが確実に接続しており方向が適正か確認します。 

磁石の位置を点検します
（チェーンガードカバーを取り
外す必要があります）

磁石はスプロケットドライブになければなりません。 

RPMセンサーを点検します 追加支援については地元の販売店に連絡します。

ユニットが揺れ動く/水平に
ならない

レベラー調整を点検する レベル用脚部を内側または外側に回してバイクを水平化す
る

ユニットの下の表面を点検する 表面に著しい凹凸があるときは調整して補正することがで
きないことがあります。バイクを平坦な場所に移動します。

ペダルが緩んでいる ペダルとクランクの結合部を点
検する

ペダルはクランクに強固に取り付けていなければなりませ
ん。結合部が捻じれていないことを確認します。

クランクと車軸の結合部を点検
します

クランクは車軸に強固に取り付けていなければなりません。 

ペダルを動かすとき 
のカチリ音

ペダルとクランクの結合部を点
検する

ペダルの取り外しスレッドに破砕片がないことを確認して、
ペダルを元の場所に取り付けます

ペダルを動かすとガラガラあ
るいはギーギー音が発生 / 
ペダルを動かすことが困難

チェーンの張り具合を点検しま
す（チェーンガードカバーを取
り外す必要があります）

チェーンガードカバーを開いてチェーンを目視点検します
張りは緩すぎてはなりません（きつすぎも不可）地元の販
売店に連絡して支援を求めます

シートポストの移動 固定ピンを点検します 調整ピンがシートポスト調整孔の一つに嵌っていることを
確認します。

調整ノブを点検します ノブを確実に締め付けてあることを確認します。
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